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ゆるやかなカーブ

「注意が散漫になっていた」

昼12時 緩やかなカーブ
乗用車同士が正面衝突

後部座席の母親（９１）が胸などを強く打ち死亡

もう一方の車の乗用車の助手席の妻が骨折の重傷

双方とも観光目的での通行だった
２０２２／１１／１９（土） ２１：０１

１９日昼１２時半ごろ、岐阜県の国道で、アルバイトの男性（６６）の乗用車

と男性会社員（３７）の乗用車が正面衝突した。

アルバイト男性の乗用車の後部座席に乗っていた母親（９１）が胸などを

強く打ち、外傷性血気胸で間もなく死亡しました。

警察によると、現場は片側１車線の緩やかなカーブ。

正面衝突の弾みでアルバイト男性の乗用車はガードレールに衝突し、男

性会社員の乗用車は道路沿いの田んぼに落ちた。

アルバイト男性の乗用車の助手席に乗っていた妻（６５）はろっ骨などを

骨折する重傷を負ったが、意識はあるという。

アルバイト男性と男性会社員は軽傷。双方とも観光目的での通行だった


